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市　　民
施設の適正な維持管理を行うことで、健康づくり及び文化の向上等を
図る場を提供する。

001

農業の振興

細 施 策

バスケットゴールの改修
事業費　151,000円
換気扇設置による結露防止対策
事業費　1,870,000円

H27年度以降の事業計画H25年度の事業計画 H26年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

01

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）
　農業者の心身の健全な発展及び活力ある地域農村文化の向上に寄与するため、下水流農業者トレーニングセン
ターの高度利用と健全な運用を図り維持管理を行っている。
　緊急性のあるものとして、トレーニング室に設置してあるバスケットゴールについては、前方吊上収納式バス
ケットゴールのワイヤー部分が老朽化し落下の危険があり、また、蛇腹収納式バスケットゴールについても、収納
部分に不具合があるためバスケットの貸し出しに対応できず改修の必要がある。これに加え、天井鉄骨部からの結
露による水滴がフロアーに飛散する状態にあり利用者に転倒事故の危険性があることや貸し出し後にキャンセルを
お願いすることもあるため、換気扇設置による結露防止策をとる必要がある。以上のことにより施設の安全性と利
便性の確保することを目的とするものである。

会計 款 項 目
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手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

細目
下水流農業者トレーニングセンター修繕料

バスケットゴール落下の事故防止及び結露した水滴がフロアーに飛散した際の利用者転倒による事故を未然に防ぐ
ことによる安全性の確保と利便性の向上。

25 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

　予算細々目名

根拠法令・条例、関連計画等
出水市農業者トレーニングセンターの設置及び管理に関する条例
出水市農業者トレーニングセンターの設置及び管理に関する条例施行規則

事務事業名 下水流農業者トレーニングセンター設備等改修事業 事業期間 平成 平成 25
恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

施　　策

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

産業振興部 課等名 高尾野支所産業建設課 422部等名 記入者名 池田　強
年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）
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271

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

9000

25年度
指 標 名

利用申込件数

今後の方向性（総合評価）

■ は　い
理由

１　指標の推移
最終目標

125

二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に実施とするが、緊急性が高いものについては早急な対
応が必要であるため、適正な実施時期に修繕を行う。

方向性の理由、改善案等

180

6343

農業者の心身の健全な発展及び活力ある地域農村文化の向上に寄与する
ため、地域活性化の拠点として常時利用されている施設であり、設備を
改修することで安全に施設を利用することができるよう事業を進めてい
く必要がある。

実績 目標 目標
27年度

利用者数 人

単位

件①

■ は　い

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

①

効
率
性

□ 

②

緊
急
性

□ 

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由

施設の安全性の確保・利便性の向上につながるため妥当である。
□ 

いいえ

既存施設の改修である。

25

理由

180

年度
23年度 24年度

180

26年度

妥
当
性

バスケットゴール落下による人身事故、結露した水滴が飛散することによる転倒事故を起こす危険
がいつ起こってもおかしくない状況であるため、早急な対策が必要である。

27

目標目標

180

事務事業評価（事前評価）

目標値

180

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

平成
年度まで

照明使用料等を含む施設利用料を徴収している。

は　い

いいえ

■

いいえ
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